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年 月 日 （ 日 ） ：

分 ／ 分 有

／ 人

2 0

0 2

0 0

21 5 8 2 7 0 0 11 10 6 8 2

○ ○ × ○ ○ 4 3 ○ ○ × ○ ×

番 番

No. 号 号 No.

90 分 2 年 12 16 1 年 90 分

分 2 年 2 2 2 年 分

分 1 年 4 3 2 年 分

分 2 年 5 4 2 年 分

分 2 年 6 5 2 年 分

58 分 2 年 10 6 2 年 分

分 1 年 20 8 2 年 分

分 2 年 7 10 2 年 分

分 2 年 8 21 1 年 51 分

分 2 年 18 9 2 年 51 分

54 分 1 年 11 11 2 年 分

12 分 2 年 21 12 2 年 分 16

10 分 2 年 3 14 2 年 分

分 1 年 23 15 2 年 分

13 分 1 年 25 23 1 年 分

分 2 年 15 7 2 年 分

分 1 年 24 17 1 年 70 分 21

分 2 年 9 13 2 年 分 9

11 78 分 1 年 13 18 2 年 分 17

分 2 年 17 19 2 年 分

No. 延後 延前 延前 延後 No.

分 3 2 0 0 1 分 11

分 6 2 1 2 1 分 3

分 2 0 0 0 分

分 4 1 2 3 分

分 0 1 0 1 分

分 0 0 0 0 分

No.

分 7 1 － 0

分 8 2 － 0

分 3 2 － 1

分 11 2 － 2

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

【 】 【 】

2019 2 3 13 00 キックオフ 会  場   アスパ五色  メイングラウンド

公 式 記 録 
(一社)兵庫県サッカー協会
兵庫県高体連サッカー部平成３０年度兵庫県高等学校サッカー新人大会 決  勝 39

天  候 晴れ 風 強風 ピッチ 天然芝 ・ 人工芝 ・ クレー 状  態 良好 試合形式 70  延長 20 ／  PK戦

運営責任者 笠原  弘樹 会場主任 石塚  俊一 記  録 石塚  健二 後藤  大輔 観 衆 784

日  時

主  審 足立  正輝 副審１ 大谷  美瑛 副審２ 高橋     淳 第４の審判員 奥山  恒平

 チーム名

2

前半

2

 チーム名

芦 屋 学 園 高 校 後半 神 戸 星 城 高 校
延前

○×  先 PK戦 先  ○×

選手番号 P

K

戦

延後 P

K

戦

選手番号

OUT時間 延後 延前 後半 前半 前半 後半 延前
選　手　名 (学年)

シュート 交代

延後 OUT時間

交代 シュート
選　手　名 (学年) 位置 位置

GK 上田　翔大水田　翔也 GK

DF 染谷　剣将 1吉野　悠人 DF

DF 松本　賢士 1*1 出口　昂貴 DF

DF 若尾　迪哉松尾　佑星 DF

DF 岡本　   陸松本　大生 DF

MF 島津　令至黄     慶斗 MF

MF 熊元 純之介1 藤田　悠椰 MF

MF 福西　毅也 11* 牧野　陽太 MF

MF 島田　佳岳1 1 2* 前川　京佑 MF

FW 吉見　   翔足立　壮駿 MF

FW 山本　亮太 3 3*1 木原　   仁 MF

GK 川畑　   政池野　拓海 GK

DF 角田　   匠林     蓮汰 DF

DF 稲垣　路人丸田 慎ノ介 DF

DF 吉村　大輝大野　凱斗 DF

MF 横山　晴輝山本　響己 MF

MF 利國　羽琉和田　真宜 MF

FW 山崎　健太 1近藤　悠介 FW

FW 茂田　大智上野　勇人 FW

FW 曽我　颯太阿納　和真 FW

66 警 林     蓮汰 ラフ 8 2 4

前半 チーム合計時 間 警・退 氏　　名 事 由 合 計 後半

シュート

警・退 氏　　名

3 6 10 55 警

事 由前半 後半 合 計 時 間

山本　亮太 ラフ

1 1 3

松本　大生 反ス 8 3 2 Ｇ Ｋ ラフ

4 0 2 Ｃ Ｋ 2

2 3 8 58 警 松本　賢士70+1 警

3 5

間接ＦＫ1 0 0

6 直接ＦＫ 6 9 2014 3

時 間 チ ー ム 得点者 スコア ［得点経過］ 略号例：ドリブル～・ゴロのパス→・浮き球∩・混戦×・ヘディングH・シュートＳ

0 1 10 0 0 Ｐ Ｋ

得

点

経

過

9 芦屋学園 牧野 中央 ⑦

12 芦屋学園 前川 右

70+3 神戸星城 山本 PK ⑪

～ → ⑩ → ⑦ S

50 神戸星城 松本 左 CK ⑪ ∩ 中央 ☓
中央 ⑧ S⑱ ～ ∩ ⑪ ～ →

S

㉑ → ③ S

kick off 延kick off

戦

評

戦評者 所 属 滝川第二・神戸科技 氏 名 松岡・谷知

  芦屋学園⑦牧野⑧前川を縦関係に置いた4-2-3-1、神戸星城⑥島津をアンカー気味に置いて⑨吉見をワントップにした4-1-4-1で試合開始。

守備の強度を高くして、ボールを奪ってからの攻撃に速さがある芦屋学園に対し、準決勝では右サイドだった⑪山本を左サイドに移し、個人で

の突破で試合を有利に進めたい神戸星城という立ち上がり。9分、相手CKのこぼれ球を⑦牧野につなぎ、スピードあるカウンターが決まり先制

する。数分後、またも相手CKをキャッチした⑫水田の素早い配球からカウンターを仕掛け⑧前川が冷静に決めて2-0とする。神戸星城も⑩福西

がポジションチェンジを繰り返しボールを引き出し攻撃の起点になるが、なかなかゴール前までボールを運ぶことができない。後半に入り神戸

星城は相手DFの背後にボールを蹴って相手DFラインを下げさせ、押し込む時間帯が長くなる。芦屋学園は相手ボールホルダーへのアプローチ

が遅くなり、⑪山本に個人での突破を多く許すようになり、終了間際にPKで同点に追いつかれてしまう。PK戦までもつれ込んだ決勝戦は、芦

屋学園が勝利する。


